
財
団
ニ
ュ
ー
ス

名
の
合
唱
団
が
半
年
か
け
て
練
習
に

励
ん
で
舞
台
に
立
ち
、フ
ォ
ー
レ
作
曲

「
レ
ク
イ
エ
ム
」お
よ
び
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
作
曲「
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル

プ
ス
」を
歌
い
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
サ
ー
ト
の
初
回
か
ら
指
揮

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
粂
原
裕
介

さ
ん
が
、イ
タ
リ
ア
留
学
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、一
時
帰
国
し
て
指
導
を
し
て

く
だ
さ
り
、指
揮
者
の
タ
ク
ト
の
も
と

会
場
は
鎮
魂
の
気
持
ち
で
ひ
と
つ
に

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
の
解
団
式
に
お
い

て
、指
揮
者
は
じ
め
ソ
リ
ス
ト
か
ら
感

動
と
感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
場
で
、来
年
3
月
11
日
の
東
日
本
震

災
鎮
魂
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
決
定
の
報

告
が
あ
り
、合
唱
団
メ
ン
バ
ー
か
ら
再

会
を
誓
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
鎮
魂

コ
ン
サ
ー
ト
v
o
l
.４

あ
の
日
を
わ
す
れ
な
い
。

3
・
11
に
集
い
、祈
り
、学
ぶ
。

―
あ
れ
か
ら
6
年 

命
の
絆 

今
ふ
た
た
び
―

　

2
0
1
7
年
3
月
11
日
に
、当
財
団

主
催
の「
東
日
本
大
震
災
鎮
魂
コ
ン

サ
ー
ト
v
o
l
．4
」が
、パ
ー
シ
モ
ン

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
を
満
席
に
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
時
46
分
、地
震
発
生
の
時
間
に
合

わ
せ
て
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、第

1
部
で
は
宝
井
琴
柑
さ
ん
に
よ
る
講

談「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
〜
山

田
寅
次
郎
の
足
跡
」が
語
ら
れ
ま
し

た
。1
8
9
0
年
に
、ト
ル
コ
の
軍
艦
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
台
風
の
た
め
、和

歌
山
県
沖
で
5
0
0
名
以
上
の
犠
牲

者
を
出
し
て
遭
難
し
た
時
の
話
で
す
。

　

第
2
部
で
は
、公
募
で
募
っ
た
70

　

な
お
、チ
ケ
ッ
ト
収
入
は
被
災
地
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
、青
木
英
二

目
黒
区
長
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
3
月
14
日
、中
国
天
津

に
あ
る
南
開
大
学
お
よ
び
天
津
大
学
に

お
い
て
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。中
国
で
の
奨
学
金
制
度
発
足
以
来
、

南
開
大
学
は
18
年
、天
津
大
学
は
14
年

を
迎
え
、奨
学
生
の
累
計
は
、2
校
合
わ

せ
て
3
8
2
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
南
開
大
学 

白 

云　

先
生
、

天
津
大
学 　

 

德　

先
生
出
席
の
も

と
、両
校
と
も
天
津
ス
タ
ン
レ
ー
電
気

株
式
会
社
藤
井
雅
之
総
経
理
よ
り
、奨

学
生
各
10
名
に
5
千
元
の
奨
学
金
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
報
告

こ ◦ ち ◦ ら ◦ 編 集 室
　

今
年
の
歴
史
研
修
で
訪
れ
た
新
潟
県
長
岡
市
栃
尾
は
、豪
雪
地
帯
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。四
月
中
旬
に
現
地
を
訪
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、あ
い
に

く
の
雨
降
り
に
加
え
、栃
尾
城
本
丸
近
く
の
山
道
に
は
か
な
り
の
雪
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
と
、地
元
観
光
協

会
の
Ｎ
さ
ん
が
、直
前
に
下
見
し
て
、ス
コ
ッ
プ
で
積
も
っ
た
雪
に
道
筋
を
つ

く
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
蔭
で
、希
望
者
全
員
怪
我
も
な
く
本
丸
に
到

達
し
ま
し
た
。本
丸
か
ら
の
見
晴
ら
し
が
良
く
、往
時
、敵
が
攻
め
て
く
る
様

子
が
一
目
で
見
渡
せ
る
場
所
で
、若
き
謙
信
が
采
配
し
た
姿
を
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
杉
謙
信
と
い
え
ば
、「
義
」の
人
と
し
て
有
名
で
す
が
、義
の
心
が
脈
々
と

続
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、我
々
一
行
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
元

の
方
に
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。昼
食
に
い
た
だ
い
た
栃
尾
の「
あ

ぶ
ら
げ
」も
、お
い
し
か
っ
た
で
す
。新
潟
は「
米
ど
こ
ろ
、酒
ど
こ
ろ
」と
言
わ

れ
ま
す
が
、瀬
波
の
宿
泊
は
越
後
の
人
情
と
と
も
に
美
酒
に
酔
っ
た
夜
で
し
た
。

　

当
財
団
主
催
の
研
修
会
で
は
、日
本
各
地
を
訪
ね
ま
す
が
、現
地
で
知
る
こ

と
、体
験
す
る
こ
と
に
加
え
、訪
れ
る
人
々
を
出
迎
え
て
く
だ
さ
る
地
元
の
方

と
の
交
流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

設立目的

　当財団は、スタンレー電気
株式会社の創業者北野隆春
の私財提供により、生涯教育
の振興をはかる目的で1975
年6月23日、文部省（現文部
科学省）の認可を得て発足
しました。当財団は、いつで
もどこでもだれでも学べる
体制をつくり、学ぼうとする
方々に対し、より豊かな生き
がいを持てるよう、時代が求
める諸事業を展開してまい
ります。

生涯教育だより
第114号
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２
０
１
６
年
度

南
開
大
学・
天
津
大
学

奨
学
金
授
与
式
開
催

指揮：粂原裕介さん

バリトン独唱：大元和憲さん

講談：宝井琴柑さん

ソプラノ独唱：松本直子さん

嵯
峨　

浩
樹（
55
）	

宮
坂　

達（
45
）

左
右　

潤
子（
41
）	

山
下　

香
苗（
49
）

重
田　

康
代（
45
）	

横
山　

絵
理（
30
）

嶋
田　

順
子（
56
）	

渡
部　

奈
津
子（
49
）

谷
口　

結
子（
36
）

氏
名（
年
齢
）

恵
谷　

美
香（
44
）	

羽
室　

倫
子（
44
）

亀
山　

博
美（
66
）	

宮
野　

慎
太
郎（
39
）

栗
田　

裕
子（
55
）	

室
町　

め
ぐ
み（
41
）

小
林　

大
二（
68
）	

山
本　

晃
一（
49
）

小
峰　

茂（
52
）	

寄
谷　

綾（
34
）

　

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
入
門

講
座
で
す
。講
義
・
撮
影
実
習
・
講
評
・

懇
親
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
、

作
品
展
を
後
日
開
催
し
ま
す
。

日

程	

8
月
29
日
㈫
〜
30
日
㈬

会

場	�

ス
タ
ン
レ
ー　

	

サ
バ
ー
バ
ン
オ
フ
ィ
ス

	

サ
ー
フ
サ
イ
ド（
鎌
倉
）他

定

員	�

20
名

　

島
根
県
立
美
術
館
、足
立
美
術
館
、植

田
正
治
写
真
美
術
館
を
訪
れ
ま
す
。

日
　
程	

9
月
20
日
㈬
〜
21
日
㈭

定

員	�

40
名

放
送
大
学
大
学
院
修
士
全
科
奨
学
生

　

今
年
度
の
財
団
奨
学
生
が
決
定
し

ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か

ら
、科
目
等
履
修
奨
学
生
15
名
、放
送

大
学
選
科
履
修
奨
学
生
15
名
、放
送

大
学
大
学
院
修
士
全
科
履
修
奨
学
生

10
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。今
後
の
成

果
に
期
待
し
ま
す
。

氏
名（
年
齢
）�

履
修
大
学

秋
山　

和
江（
63
）�

山
梨
英
和
大
学

阿
部　

涼
子（
27
）�

立
命
館
大
学

出
井　

陽
子（
34
）�

自
治
医
科
大
学
大
学
院

小
山　

文
彦（
65
）�

龍
谷
大
学

嘉
澤　

剛（
33
）�

京
都
大
学

熊
田　

小
百
合（
22
）�

明
治
大
学

齋
藤　

育
代（
65
）�

立
正
大
学

齋
藤　

紀
未
恵（
24
）�

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

佐
々
木　

友
香（
24
）�

東
北
福
祉
大
学

柴
崎　

義
雄（
68
）�

立
正
大
学

清
水　

優
美（
23
）�

国
立
音
楽
大
学

張　

依
明（
23
）�

早
稲
田
大
学

藤
原　

聖
史（
38
）�

早
稲
田
大
学
大
学
院

行
澤　

雅
代（
22
）�

國
學
院
大
學

渡
邉　

ゆ
う（
30
）�

東
京
藝
術
大
学

氏
名（
年
齢
）

今
井　

菜
子（
40
）	

中
嶋　

寛
子（
40
）

奥
田　

幾
久
子（
50
）	

藤
田　

淳
子（
46
）

鹿
野　

弘
子（
46
）	

藤
原　

真
理（
51
）

２
０
１
７
年
度

財
団
奨
学
生
決
定

美
術
研
修（
そ
の
55
）

山
陰
の
美
術
館
を
訪
ね
て

お
知
ら
せ

科
目
等
履
修
奨
学
生

放
送
大
学
選
科
履
修
奨
学
生

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
入
門

1011

天津大学：奨学生と関係者の皆さん南開大学：奨学金授与式会場風景

　天心は、父親が越前藩出資の商館「石川屋」の支配人で
あった頃、横浜で生まれました。もともとが武家の出であっ
たため、漢籍を学びましたが、横浜という土地柄、英語塾でも
学びました。帝大生の天心は英語が得意だったことから、同
大教授フェノロサが日本美術を蒐集するに際し、助手を務め
ました。古美術調査の経験を積む中、天心は文明開化の時代
の波にのまれ、廃仏棄釈により仏像が破壊されるのを憂い、
古美術の保護に強い関心を持ちました。その頃、天心とフェ
ノロサの二人は、長い間秘仏としてその姿を拝むことができ
なかった法隆寺夢殿の救世観音を開扉する機会に恵まれま
した。天心の古美術保存の精神は、今日の文化財保護の礎に
なっています。
　また、天心は東京美術学校（現東京藝術大学）初代校長、日
本美術院創設、ボストン美術館東洋部長に就任するなど、近
代日本美術の発展に大きな功績を残しました。日本美術院創
設の初期には、横山大観、下村観山、菱田春草、竹内栖鳳らが集
い、華々しい活躍をしています。英文での「茶の本」執筆、イ

ンドの詩聖タゴールとの親交、オペラ
台本「白狐」執筆と、天心の活動は多
岐にわたっています。
　人生の後半10年、太平洋を望む茨
城県五浦から東洋の価値観を世界に
発信した天心は、50年の短い生涯を
駆け抜けていきました。

表 紙 ギ ャ ラ リ ー

　当財団の使命は、一生学び続ける人を応援することです。学ぶ
人が、今日よりも明日、一歩でもよくなろうと努力するには、目標
が必要だと思います。そこで、世のため、人のために偉業を成し遂
げた偉人を目標に掲げたいと考え、財団機関誌の表紙に登場いた
だくことにしました。

岡倉天心� （1863 ～ 1913）


